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令和2年度 職員紹介

新任のあいさつ

館 長 高橋 征徳

主 査 片野 松浩

生涯学習指導員 高橋 真紀子

文書配達員 鈴木 修

事務補助員 渡部 秋穂

日直・夜警員 髙橋 純一

髙橋 俊郎

石山 清和

冨山 重春

清掃員 松井 カツ子

５月から事務補助員としてお世話になっており

ます渡部秋穂です。二児の母として毎日育児に奮

闘中です。
私も旭地区で暮らしているので、地域の皆様の

お役に立てるよう頑張ります。よろしくお願いい
たします。

主査 片野 松浩

事務補助員 渡部 秋穂

日直・夜警員 冨山 重春

生涯学習奨励員 紹介

松井 悦朗さん
(上猪岡町内）

感染症対策や体調管理など、自分を律し、

命の大切さを考える毎日です。
今日と同じ明日が来るとは限りません。生

涯学習で生きがいをみつけ、かけがえのない
時間、人とのつながりの大切さを伝えていき
たいと思います。

1年間よろしくお願いいたします。

旭地区のみなさん、今年度旭ふれあい館に勤務す

ることになりました片野松浩（かたのまつひろ）と

申します。
生まれも育ちも地元旭で、赤川に住んでおります。

いつかはとは思っておりましたが、今年度ご縁があ
りお世話になることになりました。

地区の地理については、大体のところは分かって
おりますし、公民館を利用される方々や地域にもお
知り合いの方が多くいらしゃいます。

地域のみなさんが安心・安全に暮らせるようサ

ポートしてまいりたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

4月より旭ふれあい館にお世話になっております、

冨山重春と申します。
地区活性化の為、皆様に安全安心してご利用い

ただけます様、館管理に万全を期したいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

旭公民館スローガン　つどい　深めよう　世代の絆
心豊かで《にぎわい》と《ときめき》があふれる旭の地域づくりをめざして



日 曜日 予　定

1 月 びん

2 火 燃やすごみ

3 水 ペットボトル

4 木 プラスチック製容器包装類

5 金 燃やすごみ

6 土

7 日

8 月 飲食品用缶、古紙・衣類

9 火 燃やすごみ

10 水

11 木

12 金 燃やすごみ

13 土

14 日

15 月

16 火 燃やすごみ

17 水 燃やさないごみ

18 木 プラスチック製容器包装類

19 金 燃やすごみ

20 土

21 日

22 月 飲食品用缶、古紙・衣類

23 火 燃やすごみ

24 水

25 木 金属類、ガラス・せと物、小型家電・乾電池

26 金 燃やすごみ

27 土

28 日

29 月

30 火 燃やすごみ

旭地区・ごみ収集日地産 DE  レシピ

みず 8～10本
なす 中2本
たまねぎ 中1個
豆腐 1/2丁
さば水煮缶 1缶
水 4カップ
味噌・酒 材料により適量

① みずは葉をとりながら薄皮をむき4～5㎝の
長さに切る。

② なすは皮をむいて5㎜程の千切りにし、水に
さらしてあく抜きしておく。

③ たまねぎは5㎜～1㎝幅に切る。

④ 分量の水を煮立たせ、そこにたまねぎとさば
水煮を入れ、味噌と酒で味を調える。

⑤ 大きめの角切りした豆腐とみず、なすを加え
煮る。

⑥ 野菜に火が通たらもう一度味を整え、火を止
めて出来上がり。

★作り方

★ 材 料（4人分）

みずかやき

★サバ缶の代わりに豚バラ肉や塩クジラを使っても

美味しくいただけます。

横手産の食材で、美味しい料理を作ろう!!

食農推進課【食と農からのまちづくり】HPでは横手
の地産レシピ集を紹介しています。今月から季節に
合った料理を館報でも紹介いたします。

生涯学習活動推進団体制度について

令和2年9月1日から、公共施設の使用料免除・減免に関する制度が新たに運用されます。それ

に併せて、これまでの「横手市生涯学習施設利用団体」制度が廃止になります。
新たな登録申請手続きが必要で、申請は随時公民館で受け付けますので、ご相談ください。

① 登録申請書「横手市生涯学習施設使用料減額・免除団体登録申請書」
② 役員・会員名簿
③ 活動事業報告書・会計報告書

④ 規約（会則）
※ 必要に応じて、その他活動の確認ができる資料等

必
要
書
類

横手市生涯学習推進の方針【楽しく学び　みんなで交流　意欲あふれる　いきいき横手】


